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      平成２３年７月１５日（金）目黒消防署４階防災教室にて、地域の防火安全体

制強化の推進に関する協定書の協定締結式が行われました。この協定は、目黒区

商店街連合会と目黒消防署、自由が丘商店街振興組合と目黒消防署との間で、目

黒区内の防火安全を一致協力して推進することを目的として、区内で初めて締結

するものです。 

      目黒区内を訪れる人々が安心して、街に来られるように、また、買物や食事が 

できるよう、平成２３年４月１日から施行された「違反対象物の公表制度」の周

知を含め、目黒区内の街ぐるみで防火安全意識の向上を図ることの先駆けとして、

目黒区長（青木英二氏）の立会いのもと、協定を締結することとなったものです。     

東京消防庁では、すでに１５署、５９商店街と協定を結んでいますが、区長が立

会いをしたのは今回が初めてです。地域をまとめている区役所が消防署と一体と

なって協力していくのだという方向性が示されました。 

 

主な締結内容（基本理念） 

⑴  安心・安全な地域づくりを目指し、地域の防火安全対策を積極的に推進する。 

⑵  災害に強く安全な商店街、地域の保全を目指し、コミュニティーの活性化、 

地域住民の防火意識の向上及び災害対応能力の強化を推進する。 
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